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「稚松二小禽図」 (部分)円山慶祥 筆
一般社団法人円山応挙伝統美術研究所所蔵

円 山 応 挙 (1733～ 1795)・ ¨円山応挙は江戸時代、丹波国桑田郡穴太村 (現在の京都府亀岡市)に農家の次男として

生まれました。10代後半には京へ出て、狩野派の流れをくむ石田幽汀に入門します。その後、眼鏡絵などの制作にかか

わることで西洋画の遠近法を取り入れ、対象を見たまま描く写生を重視しながらも、そこに情趣を加えることで、そ

れまでになかつた画風を確立し、近世の日本画に大きな影響を及ぼしました。

左画像 :「円山応挙像」 (部分)山跡鶴嶺 筆 国井応祥 模
亀居山大乗寺所蔵
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